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ごあいさつ

　本作品集は、三重大学工学部建築学科３年生による「親しまれる四日市旧港への再編計画」を取りま

とめたものです。

　三重大学工学部建築学科では、３年生後期の建築設計製図４の課題として、1992 年から「地区計画」

を出題しています。都市計画法に基づく地区計画等ではなく、対象地区を取り巻く町並みのデザインガ

イドラインや道路や公園等の公共空間を含む地区全体の計画を扱うことから「地区計画」と呼んでいま

す。課題の対象地区については三重県内の都市を出題教員が選定し、現地説明会や地元報告会等を各自

治体の協力を得て行っています。

　2012 年度は、四日市市の四日市旧港地区を対象地区として選定しました。私の研究室では、2009 年

度から３箇年かけて四日市港管理組合との共同研究「親しまれる四日市港づくりのためのワークショッ

プ」を実施しました。2009 年度に、親しまれる四日市港づくりのための 100 のアイデアを取りまとめ

ました。2010 〜 2011 年度には、アイデアの中ですぐに実現可能であり、効果的と思われるアイデア

の社会実験のためのイベント「秋のみなとフェスタ」を企画開催し、アイデアの評価や見直しなどを行

いました。「秋のみなとフェスタ」は 2012 年度で３回目となり、ソフトのアイデアが多主体の方々の

協力により実現されているところです。

　このたびの建築設計製図の課題では、これまでの成果を踏まえて、魅力的なハードの整備を出題しま

した。ハードの整備と言っても、これまでのようなスクラップアンドビルド型ではなく、既存の地域空

間資源を活かし、一部の建物を残しながら改修するリノベーション・コンバージョンの課題も組み込ん

でいます。

　今回の 26名の学生による８の提案は現実離れした面はあるものの、いずれも地区全体を考慮に入れ

た魅力ある計画内容になっています。今後、市民参加のワークショップ等により、四日市旧港地区の将

来像を検討するための「たたき台」になれば幸いです。最後に現地説明会にご協力頂いた四日市港管理

組合の方々に御礼申し上げます。

2012 年 12 月 7日

三重大学大学院工学研究科建築学専攻・助教　松浦健治郎
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親しまれる四日市旧港への再編計画
三 重 大 学 工 学 部 建 築 学 科 ３ 年 生 に よ る 地元発表会

会場： 四日市港ポートビル２階大会議室

地元発表会：12 月 7日 ( 金 )　午後７時～午後８時半

三重大学工学部建築学科３年生が四日市旧港の将来像を自由な発想でデザインしました。当日は全８作
品の作品集をご用意し、その中から３作品の発表を予定しています。多数のご来場をお待ちしています。

主催：三重大学工学部建築学科
その他：入場無料・申し込み不要
問い合わせ先：059-231-9477
　　　　　　matsuura@arch.mie-u.ac.jp（担当：松浦）
＊この発表会は三重大学工学部建築学科の授業・建築設計製図 IV「地区計画」
の課題作品を発表するものです。従って、実現を前提としたものではなく、
仮想の計画内容となります。

2 0 1 2 . 1 2 . 7 ( F r i )

とんでんへい「歩きたくなるみなとサイクリウム」 変身中「Link×Link×Link」

イヴ「時めぐりの幸」

檸檬革命「場所の力が共鳴し合う」

三重県四日市市霞２－１－１
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（１）課題内容
　四日市旧港地区には、国の重要文化財に指定された潮吹

き防波堤や末広橋梁などの空間資源があるものの、それら

の資源が点在していることや、国道 23号線によって東西

が分断されていること、現在も工業港としての機能を有し

ているため平日にはトラックが行き交うことなどから、多

くの市民にとって、四日市旧港地区は遠い存在であり、週

末に遊びにいく対象として考えにくい場所である。

　このような中で、四日市旧港地区を含む四日市市の港湾

を管理する特別地方公共団体（一部事務組合）である四日

市港管理組合は長期構想（2009 年８月）の中で、四日市

旧港地区の将来像として「都市・住民とともにあるみなと・

四日市港」を描き、みなとの文化や景観を活かした「みな

とまちづくり」を多様な主体の参画と協働により推進する

こととした。多様な主体の参画と協働による「みなとまち

づくり」を推進するために、2009 年 11 月から 2011 年

３月まで三重大学と四日市港管理組合による共同研究「四

日市地区（旧港）における親しまれる港づくりの推進事業」

が実施され、親しまれる四日市港づくりのための１００の

アイデアカードが製作され、アイデアの一部を実践するイ

ベント「みなとフェスタ」が開催された。

　本課題では、30年後を目処として、親しまれる四日市

旧港地区に再編するための空間計画を構想する。四日市旧

港地区全体の将来空間イメージは、「３つの拠点（四日市

港歴史資料館・運河沿いの倉庫の商業機能のコンバージョ

ン・埠頭の倉庫を文化商業機能へのコンバージョン）を運

河・緑地沿いの歩行者空間で繋ぐ」と想定することとす

る。主に公共施設や屋外空間等に着目して、建築の建て方

のルール、オープンスペースの取り方・ネットワーク、運

河との関係を考慮した建築の提案を行う。なお、本課題で

は、四日市旧港地区を以下の３つのゾーンに分ける。

①Ａゾーン：納屋防災緑地、納屋運河、潮吹き防波堤、稲

葉翁記念公園があり、最も古い四日市湊でもある。

②Ｂゾーン：千歳橋から臨港橋の間の千歳運河沿いのゾー

ン。末広橋梁や倉庫が存在する。

③Ｃゾーン：第１埠頭と第２埠頭を挟んだゾーン。港湾計

画では交流拠点として位置づけられている。

これら３つのゾーンのひとつを選択して以下の課題内容に

取り組むこととする。

１）地区の歴史・現状分析

・江戸時代からの四日市旧港地区の歴史的変容過程の分析

（建築・運河・街路等の変化）

・現在の四日市旧港地区の資源・問題点の整理

２）地区計画

・未利用地に付加する機能を検討する（交流機能、文化機能、

商業機能、居住機能、親水機能等）。

・始点・終点（ＪＲ四日市駅、近鉄四日市駅、自動車用駐

車場）との関係性を配慮する。

・建築単体だけではなく、むしろ、複数の建築の連続によ

りできるオープンスペースに注目する（図と地の反転）。

・新しく建てる建築のデザインガイドの提案や外部空間の

デザイン（道路、公園、駐車場、中庭等）を図的に表現する。

・段階的な整備計画を提案する。

３）部分計画（建築計画、外構設計）

・各ゾーンのａ〜ｃは建築計画、ｄ〜は外構設計である。

＜Ａゾーン＞

Ａ−ａ：四日市港歴史資料館（敷地面積：4500㎡、延べ

床面積：1500㎡程度）

・稲葉翁記念公園に面する敷地

・四日市博物館に展示されている資料の中で港に関する資

料を展示する

・稲葉翁記念公園などの屋外空間も合わせて提案する

・現状の公園面積を確保すること。

・みなとフェスタのイベントの際には拠点施設としても利

用可能とする

Ａ−ｂ：運河沿いに面する集合住宅（敷地面積：2898㎡、

延べ床面積：3000㎡程度）

・Aーａ、Ａ−ｂの居住者＋αが住む集合住宅の提案（30

戸程度）

・敷地内に残る歴史的和風建築を保存活用すること（内部

をギャラリーとして活用するなど）。

・段階的な建替え計画（３段階程度）を提案すること。

・コレクティブハウスなどの提案を歓迎する。

・運河沿いの立面図（現状・）

Ａ−ｃ：Ｋ産業のアンテナショップ・レストラン・ギャラ

リー（敷地面積：2062㎡、延べ床面積：2000㎡程度）

・直販ショップ

・レストラン

・ごま油、食用胡麻に関する展示ギャラリー

・将来的には工場見学なども想定する。

・夏期休暇中にミツカンの博物館「酢の里」（愛知県半田

市中村町 2-6）を見学すること。

建築設計製図 IV　第 1課題

「地区計画ー親しまれる四日市旧港地区への再編計画」
担当：松浦（出題）・浦山・浅野　ＴＡ：萩原・森河・池原・中田　協力：四日市港管理組合
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Ａ−ｄ：プロムナードと千歳橋の繋がりの部分をリデザイ

ン

・階段やスロープなどを計画する

Ａーｅ：千歳橋北東の遊歩道整備と千歳と稲葉記念公園を

繋ぐ歩道橋の設置

Ａ−ｆ：納屋防災緑地と運河の境界部分に野外ステージを

設置

・現状の倉庫を再配置することで、納屋運河と納屋防災緑

地の一体性を確保する。

（Ａ−ｄ〜Ａーｈ：平面図と断面図で主に外構設計を表現）

＜Ｂゾーン＞

Ｂ−ａ：運河沿いの倉庫のコンバージョンその１（敷地面

積：4523㎡、延べ床面積：3000㎡程度）

・末広橋梁近くの倉庫を商業施設等にコンバージョンする

・倉庫の構造体を活用して改修・増築する

・平面図、断面図、立面図等は伴史也君の卒業設計を参照

しても構わない。

・運河沿いの立面図（現状・提案）Ｂ−ａ〜Ｂ−ｃまで

Ｂ−ｂ：運河沿いの倉庫のコンバージョンその２（敷地面

積：4487㎡、延べ床面積：3200㎡程度）

・末広橋梁近くの倉庫を商業施設等にコンバージョンする

・倉庫の構造体を活用して改修・増築する

・平面図、断面図、立面図等は伴君の卒業設計を参照する

Ｂ−ｃ：運河沿いの倉庫の間の半屋外空間（敷地面積：

4059㎡、延べ床面積：2600㎡程度）

・倉庫の間のオープンスペースに倉庫の屋根並みに合わせ

て半屋外空間（用途：商業施設等）を挿入する。

・部分的に屋内空間を提案しても構わない。

Ｂ−ｄ：千歳運河沿いの遊歩道整備

・千歳橋から臨港橋までの右岸沿いを遊歩道として整備す

る

・末広橋梁を横断するために踏切の設置を検討しても可。

・運河沿いの遊歩道については断面図で表現する。

Ｂーｅ：納屋防災緑地に来訪者用駐車場を整備

・緑地機能を確保すること。

・現状のトイレを残すこと（建て替えもＯＫ）。

・50台程度の駐車スペースを確保すること。

（Ｂ−ｂ〜Ｂーｄ：平面図と断面図で主に外構設計を表現）

＜Ｃゾーン＞

Ｃ−ａ：旧庁舎を交流拠点にコンバージョン（敷地面積：

4228㎡、延べ床面積：5000㎡程度）

・市民が集えるような施設（資料館・展望台・ギャラリー・

カフェ・レストラン等）を新たに提案する。

・イギリス・リバプールのアルバートドックなどの事例を

参照のこと。

・水辺沿いの立面図（現状・提案）Ｃ−ａ〜Ｃ−ｃまで

Ｃーｂ：倉庫を商業施設にコンバージョンその１（敷地面

積：5060㎡、延べ床面積：1800㎡程度）

・倉庫を商業施設（カフェ・レストラン等）にコンバージョ

ンする

・イギリス・リバプールのアルバートドックなどの事例を

参照のこと。

Ｃーｃ：倉庫を商業施設にコンバージョンその２（敷地面

積：5060㎡、延べ床面積：1800㎡程度）

・倉庫を商業施設（カフェ・レストラン等）にコンバージョ

ンする

・イギリス・リバプールのアルバートドックなどの事例を

参照のこと。

Ｃーｄ：第１埠頭の公園と臨港橋をつなぐ遊歩道の整備

（Ｃーｃ：平面図と断面図で主に外構設計を表現）

（２）敷地
所在地：三重県四日市市旧港地区（別紙参照）

敷地面積：約 20.2ha（Ａゾーン）、約 12.4ha（Ｂゾーン）、

約 16.9ha（Ｃゾーン）

用途地域：工業地域、工業専用地域、準工業地域、商業地

域、近隣商業地域

（３）提出作品
１）地区の歴史・現状分析結果のまとめ（A1：１枚程度）

２）地区計画（A1：３枚程度）

３）建築計画・外構設計（A1：３枚程度）

（４）その他
・本課題はグループ（３人）で取り組むことを原則とする。

端数が出た場合には、４人グループも可とする。

（５）スケジュール
１）８月３日（金）出題・課題説明・スライドレクチャー

２）８月９日（木）　現地説明・現地調査

３）10月 12日（金）歴史・現状分析結果、

　　　　　　　　　　地区計画案の発表

４）10月 19日（金）地区計画・建築計画の発表その１

５）10月 26日（金）中間講評会（全員発表）

６）11月２日（金）地区計画・建築計画の発表その２

７）11月９日（金）地区計画・建築計画の発表その３

８）11月 16日（金）地区計画・建築計画の発表その３

９）11月 20日（火）提出（図面・模型）

10）11月 21日（水）最終講評会

11）12月７日（金）地元発表会
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地区計画範囲（Ａゾーン）　Ｓ：1/2500

敷地模型の範囲

Ａ－ａ

Ａ－ｂ

Ａ－ｃ

Ａ－ｄ

Ａ－ｅ

Ａ－ｆ

0 20m 50m
Ｎ

納屋防災緑地

稲葉翁記念公園

潮吹防波堤

千歳運河

船員会館

尾上別荘（結婚式場）

プロムナード

納屋運河相生橋

千歳橋

敷地模型の範囲

Ｃ－ａ

Ｃ－ｂ

Ｃ－ｄ

Ｃ－ｃ

千歳運河

臨港橋

みなと公園

地区計画範囲（Ｃゾーン）　Ｓ：1/2500 0 20m 50m
Ｎ
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地区計画範囲（Ｂゾーン）　Ｓ：1/2500 0 20m 50m
Ｎ

敷地模型の範囲

千歳運河

千歳橋

末広橋梁

臨港橋

Ｂ－ａ

Ｂ－ｂ

Ｂ－ｃ

Ｂ－ｄ

Ｂ－ｄ

Ｂ－ｄ

Ｂ－ｄ Ｂ－ｄ

Ｂ－ｅ

Ｂ－ｅ
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現地説明会（2012.8.9）の風景

最終講評会（2012.11.21）の風景



9Ａゾーン

【Ａゾーン】
納屋防災緑地、納屋運河、潮吹き防波堤、稲葉翁記念公園があり、最も古い四日市湊でもある。

Ａ−ａ：四日市港歴史資料館
Ａ−ｂ：運河沿いに面する集合住宅

Ａ−ｃ：Ｋ産業のアンテナショップ・レストラン・ギャラリー
Ａ−ｄ：プロムナードと千歳橋の繋がりの部分をリデザイン

Ａーｅ：千歳橋北東の遊歩道整備と千歳と稲葉記念公園を繋ぐ歩道橋の設置
Ａ−ｆ：納屋防災緑地と運河の境界部分に野外ステージを設置

＜ A-1：とんでんへい＞「 歩きたくなるみなとサイクリウム」
木谷　圭佑

武居　梓

宮林　晃久

大河原　章介

＜ A-2：カンガルー工場＞ 「七人のまちづくり侍」
加藤　千晶

小鮒　優

佐藤　明彦

＜ A-3：天竺様＞「緑と水と親しみ歩き回りたくなる「みなとまち」」
長橋　祐太

二宮　慶士

LEE SUNWHOA
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11Ａゾーン

＜設計趣旨＞
港を中心に栄えていたこの地域は当時、ここを中心に人の行きかいや出入りする光景が見られていたが、
現在ほかの地域からくる人々はもちろん、現地にいる人々が行きかう姿も見られなくなっている。そこ
で、私たちは、この地域でたくさんの人々が行きかい楽しく歩ける様な活性化したみなと町にすべく、
フラワースポットというものを提案します。題名の“サイクリウム”という言葉は回るという意味の“サ
イクル ” と各スポットを見て回れるレジャー施設である “ アクアリウム ” や “ ミュージアム ” の二つを
用いた造語であり、この地域で重要と思われる場所や、現状のままでは人が歩きたいと思えないような
場所に、花や植物等を植えた “フラワースポット ”を設け、各場所を見て回れるように計画しました。

「歩きたくなるみなとサイクリウム」

木谷　圭佑

チーム名：とんでんへい

武居　梓 宮林　晃久 大河原　章介
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15Ａゾーン

＜設計趣旨＞
四日市旧港地区には七人の侍がいた。
稲葉三右衛門・伊藤小左衛門・九鬼紋
七・伊藤伝七・小菅剣之助・服部長七・
ヨハネス・デ・レーケ。彼らは四日市
旧港を復活させ、偉人と呼ばれるよう
になった。しかし、彼らもまた一市民
だったのである。今も彼らはこの街に
生きている。歴史のある街にしか人は
住まない。私たちは旧港地区の設計に
あたり、調査をしていくうちにこの地
区は稲葉三右衛門だけでなく、さまざ
まな偉人が関わっていることを知りま
した。しかし、それと同時にそれを知
る術がこの地区には不足していると感
じました。この七人の偉人たちを感じ
られるようなスポットを地区内に配置
することにより、誇りをもってその地
区の住民たちが暮らせるように、また、
その歴史を発信することで、街の活性
化にもつながるのではないかと考えま
した。

「七人のまちづくり侍」

加藤　千晶

チーム名：カンガルー工場

小鮒　優

佐藤　明彦	
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19Ａゾーン

＜設計趣旨＞
この地域は、港になっており海が近く、さらに防災緑地があり植物も近い存在となっている。この港に
は港の設立者をまつる記念公園「稲葉翁記念公園」があり、また、港にある「潮吹き防波堤」は国の重
要文化財に指定されており、四日市港の歴史を学べる地域である。しかし、この地域の周辺は工業地帯
であり、道路の整備は行われているが雰囲気が重苦しく薄暗く近寄りがたく感じる。さらに、潮吹き防
波堤まで距離があり見学しづらい。これらの問題を改善するため、アクセスを良好にすることで港に立
ち寄りやすくする。また、防災緑地に昔の姿を蘇らせるとして一部に運河を戻す。そして、運河沿いに
通路を設け親水性かつ回遊性を生む。また、薄暗い雰囲気の工場や倉庫の壁面を緑化するなど緑を増や
すことで緑のネットワークを生み出し、雰囲気を明るくすることで親近感のあるものにする。これらに
より、この「みなとまち」一帯で緑と水の存在を身近に感じ楽しく学べる空間となる。

長橋　祐太

チーム名：天竺様

二宮　慶士 LEE SUNWHOA

「緑と水と親しみ歩き回りたくなる「みなとまち」」
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【Ｂゾーン】
千歳橋から臨港橋の間の千歳運河沿いのゾーン。末広橋梁や倉庫が存在する。

Ｂ−ａ：運河沿いの倉庫のコンバージョンその１
Ｂ−ｂ：運河沿いの倉庫のコンバージョンその２

Ｂ−ｃ：運河沿いの倉庫の間の半屋外空間
Ｂ−ｄ：千歳運河沿いの遊歩道整備

Ｂーｅ：納屋防災緑地に来訪者用駐車場を整備

＜ B-1：檸檬革命＞「場所の力を共鳴させる」

伊藤　翔平

小林　しほり

田中　孝幸

＜ B-2：Ａ 3 ＞「広がる緑」

市原　享典

加藤　義教

溝口　響
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＜設計趣旨＞
文化施設を挿入し、まちに点在するそれらの施設と呼応させ、両方の地域を共鳴させる。元々商業港と
して発展していたこの地区は戦後の過渡期を経て、まちの中心から分断されてしまった。今では工場地
帯として発展し、せっかくの港という観光資源を人に還元しきれていない。そこで私たちはここの地区
だけでなく、四日市のまちの中心地にまで影響を与え、またそこから影響を受けるような提案をするこ
とで、人の賑わいを取り戻そうと考える。

「場所の力を共鳴させる」

伊藤　翔平

チーム名：檸檬革命

小林　しほり 田中　孝幸	
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31Ｂゾーン

＜設計趣旨＞
この四日市港周辺の地域は、貿易港であるため、工場や倉庫の集まる場となっている。しかし、その工
場や倉庫の間には、川が通り、多くはないが緑もある。また、歴史があり重要文化財の末広橋梁という
跳上げ橋も存在している。魅力あるものが存在しているにもかかわらず、工場や倉庫のあるせいでこの
地域は人通りが少なく周りの地域から隔離されているように思われる。さらに、隔離されているために
道路や緑地の整備といった周辺環境整備もなされていない。このような問題を改善するために、工場や
倉庫の周りや間に緑を入れ、さらに周りにある緑とこの地域をつなぐように緑を入れることによって自
然環境の整備を行い、この地域を緑豊かな地域にします。また、川の周りにも緑を入れて水が生きるよ
うにします。そこに倉庫をコンバージョンしたホールやギャラリー、体験施設などを入れ、人の集まる
空間を作ります。これらを実現することによってこの四日市港を緑、水が豊かで、人の集まる　“ オア
シス ”　空間にしたいと考えています。さらにはこのオアシス空間が周りに広がっていき四日市市が自
然豊かな街になったらと考えます。

「広がる緑」

溝口　響

チーム名：Ａ 3

市原　享典	 加藤　義教
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【Ｃゾーン】
第１埠頭と第２埠頭を挟んだゾーン。港湾計画では交流拠点として位置づけられている。

Ｃ−ａ：旧庁舎を交流拠点にコンバージョン
Ｃーｂ：倉庫を商業施設にコンバージョンその１
Ｃーｃ：倉庫を商業施設にコンバージョンその２

Ｃーｄ：第１埠頭の公園と臨港橋をつなぐ遊歩道の整備

＜ C-1：15 時 27 分＞「TRAIN PORT PARK」
鈴木　友紀子

鶴田　純弘

水野　芳彦

＜ C-2：イヴ＞「時めぐりの幸」
石川　綾

中島　有紀子

小山　莉穂

谷川　実希

	

＜ C-3：変身中＞「Link × Link × Link」
青木　郁弥

城井　敬二郎

立松　成章
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37Ｃゾーン

＜設計趣旨＞
現在、工場は工場見学や工場萌えという言葉があるように、子供から大人まで楽しめる施設として注目
が集まっている。四日市は石油化学系の工業地帯として昔から工場とともに市民の暮らしがあった。そ
して、三重県最大のコンビナートを持っていたため、貨物専用路線の宝庫であり、歴史もあるものである。
今回の敷地の中でも Cゾーンは JR 四日市駅からのびる貨物専用路線の終着点にあたり、倉庫や旧庁舎
が四日市港の歴史や空気を感じさせる場所だ。また、昔は末広橋梁の手前に四日市港駅が存在していた。
しかし、現在は貨物専用路線の半分近くが廃止となり四日市港駅もなくなり、道路も整備され、以前の
特徴ある四日市港の面影がなくなりつつある。そこで、この特徴ある貨物専用路線を再建させ、港と繋
げることで、この四日市港を本来の姿に戻し、今回の課題における交流拠点を他にはない特徴のある地
区にすることを目指していきたいと考えている。

「TRAIN PORT PARK」

水野　芳彦	

チーム名：15 時 27 分

鈴木　友紀子 鶴田　純弘	
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41Ｃゾーン

＜設計趣旨＞
四日市港の歴史 ( 過去 ) を知り、現代そして未来 ( 幸せ ) を作っていく。C-a は市民活動の拠点場、C-b
は貿易文化の飲食・買い物、そして C-c は船の博物館として計画した。C-a を未来、C-b・c を過去とそ
れぞれ位置付ける。C-b・c で歴史を知り、C-a はそこで学んだ歴史を生かしてこれからの未来を使って
いく。主に C-a は市民、C-b・c は観光客が利用するが、C-a と C-b・c の間にクルーズ船乗り場を兼ね
た市民と観光客が交流できる休憩所を設置し、市民と観光客が一体となって活動できる場とした。
建物の名前を C-a は市民が
集団で芸術活動をして幸を
得る『集芸の幸』、C-b は外
国から運ばれてきた文化や
輸入品を得ることができる
『舶貨の幸』、C-c は外国と
の取引や四日市港の歴史を
知り知識を得ることができ
る『船路の幸』と名付けた。
幸の意味は獲物をとる「収
穫」としてとらえる。C-a・
b・c にめぐることでそれぞ
れの幸を収穫してほしい。

「時めぐりの幸」
チーム名：イヴ

石川　綾 小山　莉穂	中島　有紀子 谷川　実希	
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45Ｃゾーン

＜設計趣旨＞
四日市港の歴史 ( 過去 ) を知り、現代そして未来 ( 幸せ ) を作っていく。C-a は市民活動の拠点場、C-b
は貿易文化の飲食・買い物、そして C-c は船の博物館として計画した。C-a を未来、C-b・c を過去とそ
れぞれ位置付ける。C-b・c で歴史を知り、C-a はそこで学んだ歴史を生かしてこれからの未来を使って
いく。主に C-a は市民、C-b・c は観光客が利用するが、C-a と C-b・c の間にクルーズ船乗り場を兼ね
た市民と観光客が交流できる休憩所を設置し、市民と観光客が一体となって活動できる場とした。
建物の名前を C-a は市民が集団で芸術活動をして幸を得る『集芸の幸』、C-b は外国から運ばれてきた
文化や輸入品を得ることができる『舶貨の幸』、C-c は外国との取引や四日市港の歴史を知り知識を得
ることができる『船路の幸』と名付けた。幸の意味は獲物をとる「収穫」としてとらえる。C-a・b・c
にめぐることでそれぞれの幸を収穫してほしい。

「Link × Link × Link」
チーム名：変身中

青木　郁弥　　　城井　敬二郎　　　立松　成章	
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